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動物の 進化と食性　動物の 食行動 は い か に環境に順応 して きたか
＊

　　　　 増井　光子
＊ ＊

（麻布大学獣医学部、よこ は ま動物園）

　あ ら ゆ る環境に適応放散 し た哺乳類の 食性 は、大 きく肉食性
・
雑食性

・草食性 に 大別 で きる。爬虫類 の 円

錐形の 同形歯で あ っ た歯は、哺乳類に な るとその 食性に合 わせ 、位置に より異なる機能 を備 えた異形歯 とな

り、上下の 歯が効率よくか み合 う摩楔型の 歯と な っ た ．ま た歯の 進化と共に消化管 に も変化が み られ、動物

種に よっ て 胃を複雑化し た り、小腸 を長 く し た り、盲腸や結腸 を発達 させ た りして、摂取 した食物の 有効利

用 をは か っ て い る。

キ ー
ワ
ード ；肉食性、雑食性、草食性、歯の 進化、消化管 の 進化

は じめに

　地球上 に は様々 な動物が存在 し、あらゆ る 環境 に

適応放散して い る が 、こ こで は哺乳類に 焦点 をあて

て 、その食行動に つ い て概説 して み る こ と とする。

1．哺乳類の 適応放散

　哺乳類 の 祖先が現れ たの は 、中生代に遡る
1）

。 占

生代の 石炭紀後期 に 哺乳類様爬虫類が出現 し、こ の

系統 か ら哺乳類が出現 し た と見な されて い る
1）。最

も初期の 哺乳類の化石は 2億2
，
000万年前の もの で

あるが
21、現在 は隆盛 を誇る哺乳類 も当時は大きさ

もネズ ミ大程度 の もの で 、全盛 を極め た恐竜の 陰に

隠れ 目立 た な い 存在 で あっ た
1｝。中生代 の 白亜紀に

なる と、有袋類や真獣類が現れ て きた
1）。し か し、

哺乳類が繁栄をみ せ るの は 、恐竜が絶滅 し た 後 の 新

生代に な っ て か らで ある
Dtt

恐竜 によ っ て 占有 され

て い た空間がす っ か り空い た た め に 、そ こ へ 哺乳類

の進出が始め られ た。

　今泉に よ れ ば、現世哺乳類 は表 1 に 示 し た ように

20目 ・132科 ・1，058属 ・4，282種 を数 え る
3＞。こ れ

ら多様性に富む哺乳類は 、垂直的 に は 水中 ・地下 ・

地⊥ ・樹 E ・空中に 、平面的に は淡水域 ・
海洋 ・

砂

漠
・
湿地 ・草原 ・森林など、あ ら ゆ る 環境に適応放

散 し、生活圏 を広 げて い っ た 3

　分類学的に 哺乳類をみ る と、それぞれ の 目に 属す

る種類数は
一

様 で はない 。僅 か 1種 しか 認め られ て

い な い 管歯類 の よ うな もの か ら、1
，
　700種 を越 え る

大所帯の げっ 歯類に至まで大きな開きが ある。現世

で繁栄して い る動物種 は、有袋類 ・食虫類 ・翼手類 ・

霊長類 ・食肉類 ・偶蹄類 ・げっ 歯類などである。こ

れ らに 比 べ ると、長鼻類や奇蹄類など所属数の 少な

い 目は、新生代第三 紀前期 か ら後期 に か けて は種類

数 も多く、繁栄 して い た の で あろうが、今は既 に盛

りを過ぎた グ ル
ープ で あ る、と み な されよ う

2｝。

2 ．哺乳類の 食性

　哺乳類の食性は多岐にわた る が 、概ね次の ように

三 つ に 大別 で る。即ち、軟体動物 ・
甲殻類 ・

節足動

物 の ような無脊椎動物や 魚 ・鳥 ・両生類 ・爬虫類 ・

哺乳類な どの 脊椎動物を捕食する肉食性の もの 、草

木 ・芽 ・樹脂 ・花 ・花粉 ・蜜 ・種 了
一・堅果 ・果物 ・

根茎 などを摂食する草食性の もの 、肉食も草食もす

る雑食性 の もの などで あ る。動物種 に よっ て
一一

つ の
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表 1　 哺乳類の 分類表

目 科　属　　種 代　表　的　 な　科 生 活圏

単孔 目

有袋 目

貧歯凵

食 虫 目

ツ パ イ目

2　 　 3 3　ハ リモ グ ラ
・

カ モ ノ ハ シ

16　 74　 271　オ ポ ッ サ ム ・フ ク ロ ネ コ ・フ ク ロ ア リク イ

　 　 　 　 　 　 　 フ ク ロ モ グ ラ ・カ ン ガ ル ー・コ ア ラ ・ウオ ンパ ッ ト

4　 1329 　ナ マ ケ モ ノ
・

ア リク イ ・
ア ル マ ジ ロ

6　 62　 360　テ ン レ ッ ク ス ・ハ リネ ズ ミ ・1・ガ リネズ ミ ・モ グ ラ

1　　5

ハ ネ ジ ネズ ミ 目　 1　 4

皮翼 月

翼手目

霊長目

食肉 目

ク ジ ラ 目

海牛目

長鼻目

奇蹄口

l　　 l

16　 ツ パ イ

15 ハ ネ ジネズ ミ

2　 ヒ ヨ ケザ ル

18189 　 993 オオコ ウモ リ ・小型 コ ウ モ リ類

12　 58181 　キ ツ ネザル ・ロ リス ・メ ガ ネザ ル ・マ
ー

モ セ ッ ト

　　 オマ キザル
・オ ナガ ザル

・
シ ョ ウ ジ ョ ウ

・
ヒ ト

］2　109　　271　 イ ヌ ・
ク マ ・

ア ラ イ グ マ ・イ タ チ ・ジ ャ コ ウ ネコ

9　 39

2　　 31

　 　 23

　　 6

ハ イ ラ ッ クス 目 　 1　 3

管歯 凵

偶蹄目

有鱗 目

げっ 歯目

ウサ ギ 目

1　　 11D

　 76

1　 　 2

マ ン グ
ー

ス ・ハ イエ ナ ・ネ コ ・ア シ カ ・セ イ ウチ ・ア ザ ラ シ

地 上 ・
半水生

地 上 ・地 下
・

樹上 ・半水生

地 上 ・
樹 上

上也　L ・∫也
．
ド・

水辺

半地上
・
半樹上

地 F．

地 H

空中

地 上 ・樹上

地上 ・樹上 ・

水中

79　カ ワ イル カ ・マ イル カ
・
ネズ ミ イル カ

・
イッ カ ク 　　　　　 水巾

　　マ ッ コ ウ ク ジ ラ
・コ ク クジ ラ

・ナ ガス ク ジ ラ
・セ ミク ジ ラ

5　マ ナ テ ィ
・ジ ュ ゴ ン

2　 ゾ ウ

20　ウマ
・バ ク ・サ イ

8 　ハ イ ラ ッ ク ス

1　 ツ チ ブ タ

21］　イ ノ シ シ
・

カ バ ・
ラ ク ダ ・

マ メ ジ カ ・ジ ャ コ ウジ カ

　　 シ カ ・キ リン ・プ ロ ン グ ホーン ・ウ シ

7　セ ンザ ン コ ウ

29396 　 玉749　ビーバ ー・リス
・ネ ズ ミ ・ヤ マ ネ ・トビネ ズ ミ

　　　　　　　 ヤ マ ア ザ ラ シ
・
テ ン ジク ネズ ミ ・カ ビバ ラ

・ヌ
ー

トリア

2　 1259 　ナ キ ウサギ ・ウ サ ギ

水中

地 上

地 上

地 上 ・樹 上

地上

地 上 ・水辺

地 上 ・
樹上

地 上 ・地 下 ・

樹 F．・半水生

文献 3よ り作成。科
・
属

・
種 の 項の 数字 は数 を表す。

食物で も異な る部分を利用 しあ っ た り、草食とい っ

て も動物種に よっ て 葉や 芽を食する もの や 草 を食す

る もの な ど、食べ 分け が進め ば、．一・
つ の環境 を大勢

で利用 し あ え る よ う に な る。食物を効率よ く採取 し

栄養分を十分に吸収するためには、口 器や消化管 を

摂取食物 に 適応 させ て ゆか ね ば な らな い 。歯は食物

を確保する うえで重要な器官で あ り、その 起 源は原

始的な魚 の 皮膚 に あ る、と され て い る
4＞。歯に は食

物 を切断 しす りつ ぶ す機能 が あ る が、その 形態は単

純な単錐歯か ら、食性に よ っ て複雑な 咬頭 をもつ 歯

に変化する。爬虫類ではい ずれ の 歯も円錐形の 同形

歯 で あ る が 、哺乳類 の 祖先 とみ な さ れ る哺乳類様爬

虫類で は既に その 歯 に 変化が認 められて い る。

2 ．1 歯 の進化

　初期 の哺乳類 は 、昆虫類そ の 他 の 小動物 や植物質

の 食物 を摂取 して い た と考 えられて い る。食性の 多

様化につ れて歯は 生 え る位置に よ り、異な る機能を

備え た異形歯と な り、上下の 歯が効率よ くか み合 う

摩楔型 の 歯が発達 し て きた。こ の ような歯の 進化は
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随分早い時期に 生 じたようで 、三畳紀に存在 し た獣

弓 目の動物に も、歯の 位置 に よ る 分化 が 認 め られ て

い る
1｝。哺乳類の 歯の 基本数 は、切歯 3／ 3 （−L顎

に 3本 、下顎 に 3本）・犬歯 1 ／ 1 ・前臼歯 4／ 4 ・

臼歯 3 ／ 3 ＝44本で あるが
4〕、一

般 的に減少する傾

向に ある。

2 ．1 ．1 肉食性の動物種の歯

　哺乳類の 分類学的な 目別 に、そ こ に 所属す る動物

の 食性の範囲をみ て み る と、表 2の ように 無脊椎動

物を捕食して い る もの が 多い 。その 多くは 昆虫類や

その幼虫など虫食が 多し  食虫性が非常に強い 有鱗

目や 管歯 目の よ うな もの か ら、動物 種 に よ っ て は虫

食 もする とい っ た程度の もの も含めて 、20目中14目

で 食虫性が 認 め られ て い る。食虫類や翼手類 とい っ

た小型 の食虫性の 種類 で は そうで は ない が、もっ と

大型 の動物種で は、食虫性 が 高 まるとその 歯は小型

化 し、欠如 して ゆ くよ う で あ る。ア リや シ ロ ア リを

主 食 とす る 単孔 日の ハ リ モ グ ラ Tachyglossus　ac ”
−

leatusや 有鱗 目の セ ン ザ ン コ ウ類、貧歯目の ア リク

イ類、管歯日の ツ チ ブ タ 0び c雄 op 礁 醜 r などで は 、

その吻部は筒状に細 くな り、長い 鞭状 の 舌で ア リを

舐め取 りその まま嚥下するの で 、 歯は退化 し 著 しく

数が少ない か 、または全 く欠如 して い る。また食肉

目中 の ハ イ エ ナ科 に 属す る ア ー ド ウ ル フ Proteles

cristatus や イ ヌ 科の オ オ ミ ミ ギ ツ ネ Otocyonmega−

lotisなど も食虫傾向が強 く、その 歯は前者で は他の

ハ イ エ ナ科の もの に比べ て小さ く、且つ 前臼歯の 減

少が み られ 、 後者で は臼歯の数が他の イ ヌ 科の もの

より多 く、歯 の 総数 は多い が そ の 発達は 悪 い
。

　魚食性の もの で は、滑 りやすい 魚を逃がさぬ よ う

に 捕らえ る こ とが先決で あ る 。 海洋性の 鰭脚類は魚、

甲殻類、軟 体動物な どを好食するが、殆ど咀嚼せ ず

に嚥 下 す る。カ ニ ク イ ア ザ ラ シ Lobodon ・carcino −

phapus の よ うに甲殻類 の オキ ァ ミ を主食 とする も

の で は、頬歯に葉状の突起があ っ て オ キ ア ミを漉 し

取 り易 くな っ て い る が 、多くの種で は そ の 歯は 円錐

形 を呈 し て い る。鰭脚 類 の 中 で は、セ イ ウ チ

Odoben “ s　rosmarus の 採食方法 が 興味深い 。セ イ ウ

チの 主食は二 枚貝 で ある。セ イ ウ チ は口 吻部に ある

剛毛 で 海底 の 砂泥 中を探 っ た り、口 中か ら強く水を

吹き出し た り し て貝を掘 り出すと、中身を吸 い 出 し

表 2 ：哺乳類が食べ る食物

植物性植物 動物性植物

目 草 葉 果実　堅果 花 蜜 無脊椎動物 脊椎動物

単孔目

有袋 目

貧歯 目

食虫目

ツ パ イ 目

ハ ネ ジ ネ ズ ミ目

皮 翼 目

翼 手 目

霊 長 目

食肉ロ

ク ジ ラ 目

海牛門

長鼻目

奇蹄目

ハ イ ラ ッ ク ス 日

管 歯 目

偶 蹄 目

有鱗 目

げっ 歯目

ウ サ ギ目

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊　　 　 ＊

＊

＊

＊　 　　 ＊

＊

＊

＊

＊　 　　 ＊

＊　 　 　 ＊

＊

＊

＊　 　　 ＊

＊　 　　 ＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊　 　 　　 　 　 ＊

＊　 　 　　 　 　 ＊

＊　 　 　　 　 　 ＊

＊　　　　　　 ＊

＊

＊

＊　 　 　　 　 　 ＊

＊　　 　　 　　 　＊

＊　　　　　　 ＊

＊　　　　　　 ＊

＊

＊

＊　　 　 　 　 　 ＊

＊

＊

文 献 5 、17、18、20、21より作成。
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て し まう。セ イ ウ チ の吸引力は強 く、体重500kg 程

度の幼獣で も 3 〜4kg 程の氷塊 を吸い つ けて 持ち

歩ける
6）。貝の 中身を吸出し た り、水を吹き出した

り し易 い ように か 、セ イウチ の 切歯は上顎に 1対あ

る の み で 下顎の もの は欠如 して い る
7｝。

　ク ジ ラ類の 内、オ キ ア ミ類を主食とする大型の ヒ

ゲ ク ジ ラ類で は 、歯は胎兒期に の み存在 し、成体 で

は歯に か わっ て大量の オ キ ア ミを漉 し取る の に便利

な、皮膚が変化 して 生 じ た 140〜400枚 もの ヒ ゲ板 を

上顎に備え て い る
7・8）

　また単孔類の カ モ ノ ハ シ Ornithorhynchus　anatinus

も水性小動物 を捕食する が、歯は幼時に の み痕跡的

に存在 し、成獣で は角質板が 歯の代わりと な っ て い

る
4）。

　食肉目の 食性は広い 。 ネコ 類の よ うに最も食肉性

の 強い もの か ら、植物食性に傾 い て い る ジ ャ イ ア ン

トパ ン ダ Ailuropoda　 melanoleuca や ク マ 類に至 るま

で幅が ある。一般 に 食肉獣 の 歯は、切 歯は小さく、

発達 した犬歯を有 し、大 きく鋭く尖 っ て い る上顎第

4 前臼歯と下顎第 1臼歯は裂肉歯 とい われ、食塊を

裁断するの に用 い られ る。裂肉歯 の 発達は肉食傾向

の 強い ネ コ 類で 顕著で あり、それに対 し雑 食傾向 の

ある もの で は 、臼歯に は摩楔機能が加わ り、特に植

物食傾向の強 い ジ ャ イ ア ン トパ ン ダの 臼歯はその 機

能が高 くな っ て い る
4・9）

。

2 ．1 ．2 草食性の動物種の歯

　植物 を主食 とす る動物種 も多い 。草食獣で は硬い

繊維を摩 り潰す必要があるため、歯に もそれ に対す

る適応がみ られる。硬い 食物を摩り潰せ ば、歯の 磨

耗は早い 。それを防 ぐためにウ シ類の臼歯の咬面に

は 、
エ ナ メ ル 質 、 象牙質 、

セ メ ン ト質が 入 り組 ん で

見られる。ウシ より硬 い 草木を採食するウマ の臼歯

は 、 更に磨耗に耐えるために、エ ナ メ ル 質が 板状 に

5 〜 6層 も入 り込んで い る。ま た 老齢に な っ て も歯

は伸びつ づ ける e

　げっ 歯類は小型の もの が殆どで ある が、最も種類

数が多 く繁栄 し て い るグ ル
ープ で あ る 。 もの を齧る

こ と を特徴とする げっ 歯類の 仲間や ウ サ ギ類の頬歯

は、複雑なエ ナ メ ル 質の襞が あり生涯伸び つ づけ る

常生歯で あ る、硬い もの を齧る種類ほ ど、そ の頬歯

の エ ナ メ ル 質は複雑に 入 り組ん で い る 。

表 3　食性に よる消化管の 変化

胃 腸　　　管

単胃、胃内容は 胃酸 と よく混 じ る。胃液 に は大量の 盲腸 は小 さい か、も しくは 欠 く 。 結腸 は短 く

蛋白分解酵素 の ペ プ シ ン を含む。但 しク ジ ラ類で は て単純 で ある。

肉食獣
胃は 4室 に 分 か れ て い る。大 型 の 肉食獣 の 胃は膨 ら

み 易い 。虫食性 の もの で は節足動物 の キ チ ン性外骨

鰭脚類 ・ク ジ ラ 類の 腸管は 長 い 。

格を消化す る キ チ ナーゼや キ チ ノ ビア
ーゼ な どの 酵

素を分泌す る 、

雑食獣
　一

般的 に は 単胃で ある が、憩室が み られた り、げ
っ 歯類で は 2室 3室 に分 か れ た 胃を もつ もの もい る。

小 腸 は長 い 。大腸も長 く且つ 幅を増す。盲腸

は小 さい が肉食獣よりは大 きい 。

草食獣

前胃発酵者 胃は大 き く嚢状 とな り多数 の 皺壁を有 し た り、3 室 盲腸 は大 き くない 。

ある い は 4室に 分か れる。 反芻獣や霊長類 ・有袋類 ・貧歯類 の
一

部 に み

られ る。
大腸 発酵 者

結腸発酵 単胃 結腸 が幅 を増 し て 太 くな り、種 に よ っ て は 長

くな る。長鼻類
・
奇蹄類で は盲腸 も太 い。有

袋類の ウ ォ ン バ ッ トで は結腸は 大 き い が盲腸

は小 さい 。

盲腸発酵 単胃 盲腸 が幅を増 し て 大 き く長 い 。ウサ ギ類 ・ハ

イ ラ ッ ク ス 類 の 他、げっ 歯類 ・有袋類 の
一

部

に み られ る 。

盲結腸発酵 単胃 盲腸
・
結腸共 に著 し く長 くな り、且つ 幅 も増

す。コ ア ラ にみ られ る。

文献 4 、10より作成。
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2 ．2 消化管の進化

　歯牙が食性に応 じて進化 したよ うに 、 消化管に も

食性に よ る適応が 認 め られ る。胃は食道 と小腸 との

閥に ある嚢状の器官で 、噴門腺や幽門腺、胃底腺な

どの消化腺が あり、食物の貯蔵器官と して も重要で

ある。食性は似通っ て い て も、動物種に よっ て は 胃

を変化させ た もの や大腸を変化させ た もの など、違

い がみ られる。食性に よる消化管の変化を表 3 に示

した 。

2 ．2 ．1 肉食獣の消化管

　筋肉や 内蔵な どは柔ら か く消化し易い の で 、一般

に肉食獣の 胃は単胃で 小腸や大腸も短い 。し か し そ

の 胃は伸縮性に富み大量の食塊を入れ る こ とが で き

る。チ ス イ コ ウ モ リ Desmodusr 　etUndus で は 胃底部

が長く伸びて い て 一時に大量 の 血液を貯留 で きるよ

うに な っ て い る
1ω。鰭脚類や ク ジ ラ 類 も肉食性で あ

る が 、これら は陸生肉食性の もの と は多少異な る 。

鰭脚類や ク ジ ラ類の小腸は と て も長い
4・12｝

。 ミナ ミ

ゾ ウ ァ ザ ラ シ Mirounga 　lettninaの 腸は 、 体長の 16，6

倍 か ら20倍に もな る
13）。また ク ジ ラ類の 胃は複胃で

ある
7＞。小腸が長 い 理 由 と して は、水中に あ っ て 浮

力が生 じ 、 体積や 体重の 大きさを考慮する 必要がな

い ため とされ て い る
4）。また ク ジ ラ類の複胃は大量

の 食物 の 貯蔵 に 有利とな る他 、 ク ジ ラの 祖先は ラ ク

ダに近 い 動物とみな され て おり
11・lz）、その形質が残

され て い るとも考えられ る 。

2 ．2 ．2 雑食獣の消化管

　雑食獣は 、動物質の もの も植物質の もの も食べ る、

食域の広い 動物群 で ある。草食性だ肉食性だ とい っ

て も、厳密 に それ を守 っ て い るもの は少なく、肉食

獣の 申に も植物質を食す るもの は沢山 い る。胃は
一

般的 に単胃で ある が、憩室 が で きた り、2 室 3室 に

分かれた りするもの も認め られる。小腸 も肉食獣 よ

り長くな り、大腸 も長 くて太 くなる傾向を示す
10＞。

2 ．2 ．3 草食獣の 消化管

　不消化 な繊維分 の 多 い 植物質の 食物を摂る動物種

で は、食物 の 胃腸内 の 滞留時間を長 く し、消化管内

微生物発酵に よっ て 、消化吸収の 効率を上げよ うと

して い る 。 そ の ため 、草食獣の 胃は複雑化 した り、

小腸は長 く大腸 は直径 が増し た りし て い る。草食獣

に おい て は胃を複雑化 し大量 の 食物 を入れ発酵 させ

るもの と、大腸 で 発酵 させ るもの と に大別 される。

　前胃発酵者

　胃に 多数の括れを生 じ させ た り、3 〜4 室に 分か

れた胃を有するもの は、有袋類の カ ン ガ ル ー類や貧

歯類の ナ マ ケ モ ノ 類、霊長類の リー
フ イ ーターの仲

間、偶蹄類、ク ジ ラ類な どに み られ る 。 カ ンガ ル ー

類は オ ー
ス トラ リ ァ 大陸に お い て 、生態的に反芻類

の 位置を占め て い る 。 そ の襞が多く括れた胃や小腸

上部に は 、多くの 微生物が 存在し
14・15・16）、擬反芻と

い われる 、

一
旦胃内に収め た食塊の 噛み返 し を行

う14）
。 筆者も こ の擬反芻を動物園の小型 ワ ラ ビー類

で 、目撃し た こ とがある。噛み 返すと い っ て も反芻

獣の ように ス ム ース に は ゆ かず、大きく腹部を波う

た せ て 、胃内容を口 内へ 戻 し て い た 。

　反芻獣は主食とする草木によ っ て 、葉食性 と草食

性 と に分け られる。ウ シ類は水分の 多い 草 を好み 、

腹腔の 大半を占め る程の 大き な 胃を有 して い る が 、
一

方、カ モ シ カ 類、レ イ ヨ ウ 類、キ リ ン Giraffa

camelopardalis な どは 、 木の 芽や 葉を好む葉食性の

動物で、そ の 胃は ウ シ 類よ り も小 さ い 。葉食性の 動

物は草食性の もの よ り高蛋白の食物を要求 し、葉食

性 の ホ エ ジ カ Muntiacus　muntjac や ダ イ カ ー類

Cephalophus　 sp，の 中に は、肉食をする もの さえい

る
⊥7・18｝

e

　 カバ は反芻獣で はない が、その 胃に は反芻獣ほ ど

で は ない が括れが認め られ食物貯蔵用と見な されて

い る
4・19）

D

　大腸発酵者　胃を複雑化せ ずに 大腸を変化 させ た

もの に は、表 3に示し たように有袋類の
一
部、長鼻

類 、 奇蹄類 、
ハ イ ラ ッ ク ス 類、霊長類、げ っ 歯類の

一
部、ウサギ類などがある 。 これ らは更に結腸発酵

者と盲腸発酵者に分けられる
10｝

。

　結腸で発酵するもの

　大型 の 草食獣 が殆どで 、奇蹄類 ・長鼻類 ・
海 牛類

が こ れ に 入 る。中型 の もの で は有袋類の ウ オ ンバ ッ

ト類の み が 、こ の グ ル
ープ に 属す る 。反芻獣 よ り硬

い 草を食べ る方向へ 適応 した奇蹄類や長鼻類は 、食

物 中に 不消化分 が多 い 割 に そ の 胃は 小 さい 。代 わ っ

て 結腸部分 が 太 く容積 を増 して 発達 して い るが、食

糜がそ こ に止ま る時間は そ う長 くな い 。ウ マ や ゾ ウ

は食物繊維の消化効率が良くな い の を補うた め に、
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少 しずつ 始終食物を口 にする 。 食物の腸内通過時間

は、ゾ ウ や ウ マ で は、反芻獣の 2 分の 1 で ある の

で
4）、回転を良くして栄養素の吸収をは か っ て い る。

そ の ため、ウ マ の飼養に あた っ て は、
一

度に大量の

給餌をするよ り、 少量で給餌回数を増や して や る方

がよい e

　盲腸で発酵するもの

　小型 の もの が多く、ウ サギ類 ・げっ 歯類などに み

られる 。 有袋類の コ ア ラ Phascolarctos　cinereUS は盲

腸 と結腸が共に発達 し、その盲腸は体長の 3倍 もあ

り哺乳類中最大で 、240cmにも達する
20）

e

　哺乳類が出現 し た当初は、食性もい まほ ど多様化

は進ん で お らず、その歯や消化管の 形態も単純な も

の で あっ た と思 われる 。 しか し長い 進化の 過程の 中

で 、 より生存に適 し食物資源を有効活用で きるよ う

に 行動 や 器官 の 構造上 の 変化が生 じた。そ して哺乳

類は今 Hの 繁栄を招い て い る 。 食性にお い て特殊化

が生ずる場合 、 それに対応 して形態を変化 させ ねば

ならない が、その 時動物は新たに部品を造るよりも、

現在あるもの を改修 して対応させ る u 例えば 、 竹食

に進んだジ ャ イ ア ン トパ ン ダの 、竹を握るため の第

6の 指とい われ る前足の内側に ある突起 で ある 。 こ

れ は 手根骨の
一

つ が変化 した もの で あ る。

　また生活環境の相似は 、 形態の相似をもた らす。

有袋類 はオース トラ リア で 独 自の 進化を遂げ、多様

な空間に進出 したが、その 食性に応 じて他の 分類群

に相当する形態 を と るよ うに なっ て い る
2）。

3． 同
一

空間 の 共同利 用 と動物 園 での飼

　　料の工 夫

　動物の 食性の 多様性が、
’・
同
一

空 間を多種類 で 利用

可能 と し て い る。例えばア フ リカ の サバ ン ナ に は キ

リ ン 、ジ ェ レ ヌ ク LitocraniUS　walleri 、ヌ
ーConno−

chaetes 　sp 、トム ソ ン ガ ゼ ル Gazella　thomsoni 、サ イ

Rhinoceros　sp 、サ バ ン ナ シ マ ウ マ Eq ”“s　burchelliな

ど様 々 な草食動物がすむ 。そ こ で は、キ リ ン は喬木

の葉を食べ 、ジ ェ レ ヌ ク は低木の葉、ヌ ーは禾本科

の草の 中程、トム ソ ン ガ ゼ ル は下 の 方、サ イは灌木

の 葉、シ マ ウ マ は禾本科 の 草 の 先端 と好みの 部位が

あり、一種が食物を独占す るこ と が防が れて い る。

　動物園で各種の動物種を飼育する場合、どんな飼

料 を与 えるか は重要 な問題で ある。栄養価ば か りで

なく、味や匂い 、歯触りとい っ た もの も大切 で ある。

味覚につ い て は 、一般に廿味は好まれる 。 また食感

も大事なよ うで ある。例えばゾ ウ は草も食すが、柔

らか い 草よりも竹や葦の ような硬 い もの を好む 。 キ

リ ン も草よ りは木の 葉を好み 、飼料が柔 らか い 草ば

か りだと口淋 しくな り、あちこちを舐め まわす
“
舌

遊び
”

と い われる行動 を示 し た りする よ う に な っ て

し ま う。 味は味蕾ばか りで な く口腔およびその周辺

組織で機械的に も受容され、そ の こ と が動物の嗜好

性を広げて い る と思われる。動物園で は 自然食品の

他に人工飼料も使用し て い るが 、それに も動物の嗜

好性に合わせ た工夫がな されて い る。

文　献

1）Romer　AS ：脊椎動物の歴史 （川島誠一郎訳）

　　pp　317，319，329−330，331，350　どうぶつ 社、

　　東京 （1987）

2）金子之史 ：哺乳類 の 生物学　 1　分類　pp　6−

　　8，43．東京大学出版局、東京 （1998）

3＞今泉吉典 ：世界哺乳類和名辞典 、 平凡社 、 東京

　　（1988）

4）大泰司紀之 ：哺乳類 の 生 物学 2形態　pp　84−

　　128、東京大学出版局、東京 （1998）

5＞Macdonald 　D 　W ：動物大百科 2 （大隅清治監修）

　　海生哺乳類　p86 ．平凡社、東京 （1986）

6）中島将行 ：セ イウチの 子供 た ち．コ ペ ン とム ッ

　　シ ュ ．どうぶ つ と動物園　31（1），20−23 （1979）

7＞西脇昌治 ：鯨類 ・鰭脚類．pp　5−80，332．東京

　　大学 出版会、東京 （1965）

8）Martin　 AR ：ク ジ ラ ・
イル カ大図鑑 （粕谷俊夫

　　監訳）p13．平凡社、東京 （1991）

9）Be巧血g　 Zoo，　 Bejj  g　 University，　 Beijing　 Agud−

　　cultural　University，　Beijing　 Second　 Medical　Col−

　　lege，　Beijing　Natural　Hlstory　Museum 　ancl　Shaanxi

　　Zoological　11stitute： Morphology 　of 　the　Giant　Pan−

　　da．　pp．12−35，Science　Pr；ess ，　Beijing，　China．（1986）

10）Hume 　H） ：消化管 の 比較生物学 （坂田隆訳 ）科

　　学 57（25），77−83 （1987）

11）長谷川政美 ：ク ジ ラ の 先祖は ラ ク ダ ．12月27B

　　付 東京新聞 （1991）

12）中島将行 ：ク ジ ラ は な ぜ優雅に大ジ ャ ン プする

　　の か ．pp　45−46，188−190，実業 の 日本 社、東

　　京 （1994）

13）東京都恩賜上野動物園 ：各種動物園動物剖検記

　　録 （1975）

一 154一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for the Study of Taste and Smell

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　the 　Study 　of 　Taste 　and 　Smell

動物 の 進 化 と食性 ：動物 の 食行動 は い か に 環境 に 順応 し て き た か

14）Grzimek　B ：Grzimek’s　Animal　Life　Encyclopedia

　　Vol　10，　Mammals　I　p且5t．　Van　Nestrand　Reinhold

　　Company ，　London （1972）

15）Nowak 　RM ：Walker ’
s　Mammals 　of 　the　World．　Vo1

　　1，p　76．　 The　Johns　 Hopkins 　 University　Press，

　　London 　（1991＞

16）小野 勇
一

：動物 た ちの 地球　第 9巻　哺乳類 ll，

　 pp　30−32，朝 冂新 聞社、東京 （1994）
17）林　寿郎 ：標準原色図鑑全集／別巻　動物 皿．

　　p127．保育社、東京 （1968）

18）Kingdon 　J： East　Afrikan　Mammals ．　Vol皿 Pan　C

　　（Bovids）．　pp　267，283，317．　Academic　Press，　Lon−

　　don　（1982）

19）黒 田長久 ：動物系統分類学10 （下〉，脊椎動物

　　 （W ）哺 乳類、内田 亨監 修 p20 ，176．中山

　　書店、東京 （197D

20）林　寿郎 ：標準原色図鑑全集／別巻　動物 I

　　pll3．保育社、東京 （1968）

21）Dorst　J　and 　Dandelot　P： AField　Guide　to　the　Larger

　　Mammals 　of　Africa．　p　153．　Collins，　London （1970）

〈著者紹介 〉

増井光子氏略歴

1959年　麻布獣医科大学獣医学部 ・獣医学科卒

　　　　東京都恩賜上野動物園 に奉職

正988年　東京都井 の 頭文化 園管理 事務所長

1990年　東京都多摩動物公 園長

1992年　東京都恩賜上野動物園長

1995年　東京都建設局公園緑地部参事 （第 4 回世界水族館会議担当）

1996年　麻布大学獣医学部教授

1999年　横浜市よ こ は ま動物園長

一 155一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


